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森林生態系保全への取り組み 

地球の包容力を取り戻し、そして確保するには、当然なが

ら我々自身の事業活動における環境負荷を削減するだけ

ではすみません。地球の包容力は循環型生態系によると

ころが大きいと言われています。近年、多くの生物が生息

する森林の破壊によって、生態系の環が切れ始めています。

私たちは世界各国で、NPOや現地の方々と協力して、積極

的に森林生態系保全活動に取り組んでいます。 

 

長期的な視点で持続可能な 

社会づくりへ 

地球に与える環境負荷が自然の回復力の範囲内にとど

まっている人間社会を実現するために、私たちはどのよ

うに意識や行動の改革を図っていく必要があるでしょうか。

国や地域の行政・企業・市民団体・個人などすべての地球

市民が、それぞれに自らが地球環境に与えている負荷を

知り、私たちが「目指す姿」を語り、それに向かって示唆・

協力しあいながら積極的に環境負荷の削減に努めていく

ことが重要となるでしょう。リコーグループは「Three 

P's Balance」によって、長期的に目指す姿を描いていま

す。そして、この姿に近づくために何をしなければならな

いのかを踏まえて、具体的な行動計画や目標を設定し、環

境経営の実践につなげていきます。今年度は新たな環境

行動計画をスタートさせます。この計画の達成を通じて、

継続的な環境保全活動の基本となる環境経営が実現可能

であることを示しつつ、世界のより多くの方に働きかけ、

持続可能な社会づくりに微力ながらも貢献していきたい

と考えています。 

 

 

 

この報告書をお読みいただいている方へ 

この「環境経営報告書2005」は、環境経営の実現と持続

可能な社会づくりのために、リコーグループがどのように

考え、世界全体が利害関係者である地球環境問題の解決

のために、どのような活動をグローバルに展開している

かをまとめたものです。私たちは、国境を超えた環境問題

について、世界中の多くの方々と語り合いたいと考えてい

ます。リコーグループの考え方や活動を一人でも多くの方

にご理解いただき、また、私たちの環境経営の質を高めて

いくためにも、忌憚のないご意見をお聞かせいただけれ

ば幸いです。 
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